オハイオ州教育局 (Ohio Department of Education)
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ラウ・リソース・センター (Lau Resource Center)
生徒の英語力が不十分 （limited English proficient - "LEP")　と判断された場合、
保護者への連絡義務
No Child Left Behind Act (Sec.3302) 「落ちこぼれ防止法」（3302条）によると、現場の教育機関 (LEA) がTitle III Language Instruction for Limited English Proficient and Immigrant Students　「英語力不足者および移民生徒の言語教育」　の下で援助金を得ている場合、保護者への連絡、および保護者関与に関する義務がある。 この義務事項の概要は以下に要約されている。この連絡書のサンプルは当ウェブ・ページで参照出来る。各学区および地域教育機関はこの連絡書のサンプルを採用・使用して、上記の義務を施行出来る。   

学校は学年度が始まってから30日以内（または学校の開始以前に判断が下されていない場合、クラス分けから2週間以内）に、LEPプログラムに参加する英語力不足 (LEP) 生徒の保護者に連絡をしなければならない。保護者に連絡する事項は、以下のとおりである。
· 生徒の英語力確認およびLEPプログラム推薦の理由。 

· 生徒の英語力レベル、使用された評価方法、そして生徒の学級での実績。 

· 生徒が参加する英語力習得プログラムの種類および、教授方法。 

· プログラムが生徒の学習力および必要に如何に対応するか。 

· プログラムによって如何に生徒が英語を学び、また年齢に合った進級と卒業が可能になるか。 

· プログラム完了条件、移行の予想速度、卒業までの予想速度。  

· 該当する場合で、LEP生徒が同時に学習能力障害者であると判明される場合、生徒の個人教育プラン(IEP)をプログラムが如何に満たすか。 

保護者の権利：

· 生徒にプログラムを辞めさせる権利。 

· 特定のプログラムやオプションに参加することを辞退する権利。 

· 参加可能プログラムを選択する際に、相談・支援を受ける権利。 

学校側の義務： 

· 学区が、3122項に定められる学習進行率を満たしていない場合、保護者に30日以内に連絡する義務。 

· LEP生徒の保護者と連絡をとり、生徒の教育に保護者が協力できる方法を伝える効果的な方法を実施する義務。

· これらの情報を、明瞭かつ一定の形式で、出来る限り保護者が理解できる言語を用いて、
保護者に提供する義務。
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